
様式７ 第１面（第 15 条第１項関係） 

 

横浜市木造住宅耐震改修促進事業に関する補助金交付要綱 

工事監理・施工状況報告書 

 

年  月  日 

 

（提出先） 

 横浜市長 

 

 横浜市木造住宅耐震改修促進事業に関する補助金交付要綱第９条第１項の規定による補助金交

付決定又は同要綱第 15 条第２項の規定による補助金交付変更決定を受けた次の建築物の耐震改修

工事について、当該決定を受けた耐震改修工事に係る計画どおり適正に施工されていることを確認

しましたので報告します。 

 

Ｎｏ．      

 

１ 報告者（工事監理者（代表となる設計者）） 

建 築 士 事 務 所 番 号 （一級）建築士事務所（神奈川県）知事登録第 0000 号 

建 築 士 事 務 所 名 〇〇設計一級建築士事務所 

建 築 士 事 務 所 所 在 地 横浜市〇区二丁目３番４ 

建 築 士 番 号 （一級）建築士（ 大臣 ）登録第 000000 号 

工 事 監 理 者 氏 名 

（代表となる設計者氏名） 
 〇〇 〇〇                      

電 話 番 号 045（000）0000  

 

２ 補助金交付決定を受けた建築物等 

建築物 
所在地（地番表示） 〇区〇〇一丁目１２３番地４５ 

構 造 及 び 規 模 木造 ２ 階建て 

補 助 金 交 付 （ 変 更 ） 
決 定 通 知 書 番 号 

  令和〇年 〇月 〇日 建建防 第 0000号 

※ 補助金交付（変更）決定通知書番号は、最新のものを記入してください。 

 

（Ａ４） 
  申請者に送付された補助金交付決定通知書（変更申請を行っている場合は、

補助金交付変更決定通知書）の右上に記載された、当該通知書の番号を記入
します。 



様式７ 第２面（第 15 条第１項関係） 

３ 工事監理・施工状況 

種別 確認事項 確認結果 

基礎工事 

 

※基礎工事を補助対象

とした場合は、全ての確

認事項について記入 

現況基礎と耐震改修工事に係る計画との整合 □適  □不適 

地耐力 □適  □不適 

既存基礎の下地処理 □適  □不適 

アンカーの仕様・設置状況 □適  □不適 

配筋状況（本数・かぶり等） □適  □不適 

コンクリート材料 □適  □不適 

打設後の養生 □適  □不適 

型枠及び支柱の除去 □適  □不適 

基礎形状 □適  □不適 

耐力壁工事 

 

※耐力壁工事を補助対

象とした場合は、全ての

確認事項について記入。

ただし、「筋かい設置工

事」、「面材設置工事」及

び「特殊な工法」につい

ては、補助対象工事に筋

かい設置工事、面材設置

工事及び特殊な工法で

の工事がない場合は記

入不要です。 

既存の筋かい・面材等の仕様と耐震改修工事に係る計画との整合 □適  □不適 

筋かい設置工事 筋かい材料（厚み等） □適  □不適 

筋かい設置状況 □適  □不適 

筋かい金物設置状況 □適  □不適 

面材設置工事 
面材材料（規格・厚み等） □適  □不適 

釘・ビスの打ち方・本数 □適  □不適 

特殊な工法での工事 仕様材料・設置状況等（チェックシートがある場合は提出要） □適  □不適 

耐力壁周辺の基礎の状況 □適  □不適 

柱頭・柱脚金物の設置状況 □適  □不適 

アンカーの仕様・設置状況 □適  □不適 

段違い梁の有無（有の場合の補強） □適  □不適 

柱・梁等の取り合いに係る補強・処理の要否（要の場合の補強・処理） □適  □不適 

腐朽・蟻害部分の有無（有の場合の補強・処理） □適  □不適 

屋根工事 

※屋根工事を補助対象

とした場合は、全ての確

認事項について記入 

既存の屋根仕様と耐震改修工事に係る計画との整合 
□適  □不適 

屋根葺き材料（荷重の確認等） □適  □不適 

その他工事 

 

※補助対象工事のみに

ついて記入 

２階床面・屋根面 

剛性向上工事 

既存の床面・屋根面の仕様と耐震改修工事に係る計画との整合 □適  □不適 

補強材の設置状況 □適  □不適 

腐朽・蟻害部分の有無（有の場合の補強・処理） □適  □不適 

腐朽部材撤去・入替え工事 腐朽・蟻害部分の補強・処理 □適  □不適 

 □適  □不適 

 □適  □不適 

 □適  □不適 

建築物全般 

・計画全般 

※必ず記入 

耐震改修工事に係る計画との整合 □適  □不適 

耐震改修工事の出来形 □適  □不適 

建築基準法関係法令等への適合（是正工事の状況を含む。） □適  □不適 

（Ａ４） 

 補助対象工事としたものに係る確認事項、及び建築物全般・計画全
般の確認事項について、確認結果を記入します。 

 確認結果が適の場合は、「適」をチェックします。記入する確認事
項は、全て「適」である必要があります。（「不適」の場合は、是
正が必要です。） 

 基礎工事を補助対象工事とし
た場合に、種別「基礎工事」
の全ての確認事項について、
確認結果を記入します。 

  耐力壁工事を補助対象工事とした場合に、種
別「耐力壁工事」の全ての確認事項について、
確認結果を記入します。 
ただし、補助対象工事である、筋かい設置工

事、面材設置工事及び特殊な工法での工事がな
い場合は、「筋かい設置工事」、「面材設置工
事」及び「特殊な工法での工事」の確認事項の
記入は不要です。 

  屋根工事を補助対象工
事とした場合は、種別「屋
根工事」の全ての確認事項
について、確認結果を記入
します。 

２階床面及び屋根面の剛性を向上させるための工事を
補助対象とした場合は、種別「その他工事」の「２階床面・
屋根面剛性向上工事」の全ての確認事項について、確認結
果を記入します。 

  腐朽部材（土台、柱、梁）の
撤去・入替え工事を補助対象と
した場合は、種別「その他工事」
の「腐朽部材撤去・入替え工事」
の確認事項について、確認結果
を記入します。 

  その他市長が一定以上耐震性を向上させるために必要と認める
工事を補助対象とした場合は、種別「その他工事」の「２階床面・
屋根面剛性向上工事」及び「腐朽部材撤去・入替え工事」以外の
確認事項が空欄の部分に、補助対象工事とした工事について、重
要な確認事項を建築防災課に相談のうえ記入し、当該確認事項に
ついて、確認結果を記入します。 

 「建築物全般・計画全般」については、補助対
象工事の内容に関わらず、全ての確認事項につ
いて、確認結果を記入します。 



様式７ 第３面（第 15 条第１項関係）（省エネ改修工事を行った場合にのみ必要） 

 

４ 工事監理・施工状況 

種別 確認事項 確認結果 

断熱化工事 

断熱材の仕様と、計画及び納品書等との整合 □適  □不適 

開口部の仕様と、計画及び納品書等との整合 □適  □不適 

 □適  □不適 

 □適  □不適 

設備効率化

工事 

設備の仕様と、計画及び納品書等との整合 □適  □不適 

 □適  □不適 

 □適  □不適 

その他工事 

 □適  □不適 

 □適  □不適 

 □適  □不適 

 

 

（Ａ４） 

 

第３面は、本事業で省エネ改修工事の加算を受け
る場合に、記載してください。 


